
ェ
ン
コ
少
佐の
日

本
同
内でのスパ

ザ｝
イ
活
動に
閲する

J

供
述内
容
をセン

L
セ
lショ
ナルに

発
表し
た。

寸J
こ
こ
で
思い
起

I41
一
こ
され
るの
が、

V一
先
週v」の
繍で
紹

L
介し
た
東
京外
語

L一一お
大教授・
中嶋嶺

副
司d
ua
氏の
霊一円だる

そσ
酌弘
行
を
再
掲する
と
ll。

「悦
界は
こ
んど、
中ソ
和
解が
逃

脱す
る
中で、
多

出燃化構造か
らニ

極化
椛
造へ
と
移
行し、
東
西
対決

の
色
合い
を一
段と
浪くし
てい
く

だ
ろ
う。
しか
も、
その
対立は
自

由
主
義と
共・厳
主
義の
社会シス
テ

ム
の
作花
を
附け
た
本
終的
な
もの

に
発回収する
だ
ろ
うL

さ
て
それでは、
その
悦
界構
造

の二
極
化に
よ
る
東
西一内
制は、
兵

体的に
は
どの
よ
うなか
た
ちで
始

まろ
うとし
てい
るの
か。
ム品温も、

中
崎
氏に
加
え
て、
ソ

迎研究家の

行山
学
院大
数授・
守
谷
弘ZL
氏
を

ゲス
トに
迎え、
その
点に
関する

分
折と
予
測
をつ
づ
け
よ
う。

竹
村
ア
ン
ドロ
ポ
フ
体制
下のソ

述では、
関
内の
締
めつ
けが
強化

され
る
の
では
ない
か。

つ
ま
り、
十八
年
間の
プレ
ジ
ネ

フ
政
弘で
ゆる
んだタ
ガ
を
締
め
抗

すの
では
ない
か、
とい
われ
てい

ま
す
ね。

＋守
谷
そ
う。
お
そ
ら
く、
，ァ
メ

どム
チ’
の
政
策が
とられる
で
し

ょ
う。
た
と
えば、
一
方でKG
B

を
強化する。
K
G
B
の
議
長だっ

た
ゲ
イ
ダ
iル・ア
リエ
フ
が
今
度、

政治
川
μ、
さらに
第一

削げ相へ

と
鉄町
され
たの
は、
その
出品われ

で
す
ね。

その一
方では、
利払
科円山肌
均、
自

印刷
地
をも
う
少し
広げて、
人々
の

士
気
とい
い
ま
すか、
土
地へ
の
い仰

属
意
殺
をか
き
立て
て、
生
雌
性を

上げる。
その
よ、つに
，ァ
メ
とム
テ’
の

両
方を
効
来的に
使っ
てい
くの
で

は
ない
か
と
思い
ま
す。

中
嶋
その
点は
中
国も
同じで
す

ね。
鄭小
平は一
時、
取薪
聞
を大い

に
滋
吹し
て、
毛沢
東は
専制
M姫君

だ
と
か、
会の

め話相叩だ
とか、
と

い
う
批
判を
汗し
て
きまし
たが、

ひ
と
た
び
権
力
体制が
砿
立
す
る

と、

府薪
聞
を
取り
締まっ
た。
い

ま
や
反
体
制の
雑
誌
を
作っ
ただ
け

で、
慾役
十五
年で
す．

竹
村
対
外
政
策の．而では、
こ
ん

ど
どの
よ
うな
変化が
予
恕
される

だ
ろ
うか。

中や
／

闘

場
＠特
別
鼎
ち
い
よ
い
よ
始
ま
る「
世
界
激
変
元
年」
の
不
安
材
料
を
総
ま

ち

inM附月JJ

』
4
1
nn

一
寺
谷
プレ
ジ
ネフ
政
慌の
功邦
を

一
問うと、
功はプレ
ジ
ネア
・
デタ

一
ン
ト
で、
あ
とは
すべ
て
失敗だっ

一
た
とい
え
ま
す・
定限、
プレ
ジ
ネ

フ
時
代にソ
迎の
京市
カは
強化さ

れ、
グロ
ーバ
ル・
パ
ワ
ーの
国に

の
し
上がっ
た。
米
閣と
対
等に
交

渉で
きる
悶に
なっ
たわけで
すよ

ね・
し
たがっ
て、
こ
の内…に
関し

てはア
ン
ドロ
ポ
フ
政
ぬも
当
然、

プレ
ジ
ネフ・
デタ
ン
ト
を継
承す

る．竹
村
具
体的に
対米
政
策に
変化

は
出て
きま
すか．

車寸
谷
さし
あ
たっ
て
刷れ
かかっ

た
米
凶との
デタ
ン
ト
を
科桃
寝す

る
で
しょ
うね。
ただ、
デタ
ン
ト

とはい
え、

作怠しなけれ
ばい
け

ない
の
は、
ソ
述が一
方的に
本
取

カを
削減する
とい
うこ
とでは
な

い
んで
す。
私はア
ン
ドロ
ポ
フ
体

制は、
ウス
テノ
フ
と
その
背後の

軍部に
よっ
て
支えら
れ
て
い
る

，ス
ト
ラト
グ
ラシ
l’
体制だ
と
み

J
てい
る
んで
すが、
だ
と
すれ
ば
ソ

、
述は
mw
カをさらに
強
化しなが

ら、
対
米
芦
沙にの
ぞむとい
う
方

向
を
たどるの
では
ない
で
しょ
う

、。AM中嶋
中
間もこ
んご、
日
米
をは

じ
め
西側
全
体に
厳しい
嬰》
をと

っ
てくる
と
思い
ま
す・
早い
ed、

円
本が
対米
関
係
を
強化すれ
ば
す

る
ほ
ど、
日
本に
対し
て
厳し
く
な

る
で
しょ
うね。
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ば、
そ
うし
た
米ソ
の，
野

合と
対
決’
が
進む
中で、
当
然、

新た
な
東
西
再編
も
行な
わ
れる
わ

け
で
す
ね。

寺
谷
ええ。
た
と
え
ば、
ソ
巡は

均
年
代
後半、
アン
ゴ
ラ、
ェ
チ
オ

ピ
ァ、
モ
ザン
ピ
l
ク、
市イエ
メ

竹
村
泌
す
る
に、
ソ
述は

ン、
そし
てア
フ
ガニ
ス
タ
ン
に
巡

こ
れ
から、
戦
略
兵
お
制
限

出
し、
陣
取り
を急
速に
行ない
ま

交
渉の
舞
台
な
ど
でカッ
コ

し
た。
とこ
ろが、
的
年
代に
入る

っ
きの
コアタ
ン
ト」
を
逃

と、
それが
なだ
れ
現象
をおこ
し

め
ながら、
その
実、

平明

た。
アン
ゴ
ラは
ソ
述に二
十
倍
〆

力を
さらに
強
化し
て
くる

の
借
ょが
ある
ほ
か、
ェ
チ
オピ
ア

だ
ろ
う、
つ
ま
り、
対外
政

とベ
ト
ナム
は三
十
郎ドル、
キュ
l

銭で
も，ァ
メ
とム
チ’
を
使

パ
は
九
十
億ドルの
俗
ぷが
ある。
各

い
分ける
と＠
いっ
て
みれ

関と
も
台
所
市F

a

－－Jt，全

米国のMVA円上〉配備決定を厳L〈

非鯵したウスチノフ

国防相門ト）

」

い
とい
う
姿勢をみ
せ
て

た、
ポ
ー
ラン
ド
の
ワレ
サ

い
る
んで
す。
中ソ
同境、
中
越、ァ

の
釈
放
も
窓
味深
長で
す。

フ
ガ
ン
の
三
すく
み
を軸に
し
て、

竹
村
アン
ドロ
ボフ
政
織は、
対

中ソ
の
問に
一抑
制
成の
動
きが
出て

外
的に
引き
締
め
を
行
な
う
た
め

い
る
こ
とは
たし
かで
す。

に、
ま
ず
対
社
会
主
義
出
向け、
あ

竹
村
東
側の
内
部で
その
よ
うに

る
い
は
対米
向けに
そうし
た
，ァ

再編
成が
遊日服し
てい
る
わ
けで
す

メ’
のシ
グナル
を、
い
ま
盛んに

が、
翻っ
て
西
側
内部は
ど
うか。

送っ
てい
る
わ
けで
すね。

お
そら
く、
通
商
摩
僚な
ど
で
ギス

中
嶋
ち
な
みに、
ア
ジ
ア
で
も、

ギス
し
た
西
側
諸
問の
関係調
幣が

変化が
あ
ら
わ
れ
てい
ま
す。
ソ
辿一
求め
ら
れ
る
で
しょ
うね。
た
と
え

離れ
をは
じめ
たベ
ト
ナム
が
少し

ぱ、
日
米
関
係では、
1
月の
中
旬

中
間に
近づ
い
て
き
た。

紋近、
ベ

級
必米で、
経
済
限
撚に
闘
を
閉じ

ト
ナム
の
代去が
北
京を
訪問し
て

る
から、
その
分、
防
衛努
力をし

い
ます。
それ
から、
中
国と
北
朝

てほ
しい
な
どと、
政治と
経済の

鮮の
聞に
も
動
きが
ある。
こ
こ
で

パ
ータ
ー
み
たい
なこ
とが
行な
わ

と
くに
問
題と
なるの
は
中
国が、

れるの
では
ない
か
と
私は
見てい

カン
ボ
ジ
ア
問
題で
ボル・
ポ
ト
政

る
んで
す。
い
ずれに
せ
よ、
1
9

織
を
支
持し
てい
る
点で
すが、
い

8
3
年の
悦

界激変は、
ア
ジ
ア
か

ま
や、
ポル・
ポ
ト
で
なくて
もい

ら
火がつ
き
そうで
すね．
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